
                                                     

                                            
１ 単元名 「ごんぎつね」を読んで読書会をしよう 
２ 単元の目標   読書会をすることを通して、場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格
や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基に想像して読んだり、文章を読んで

考えたことを話し合い、互いの考えの共通点と相違点を考え、一人一人の感じ方の

違いに気付いたりすることができる。 

３ 単元の評価規準 
・新美南吉作品や関連図書を読み、感じたことや考えたことを話し合おうとしている。 

【国語への関心・意欲・態度】  
・登場人物の性格や気持ちの変化などを、叙述を基に想像して読み、一人一人の感

じ方の違いがあることに気付いている。             【読む能力】  
・言葉には、考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付き、伝えている。 

【言語についての知識・理解・技能】 
４ 教材 「ごんぎつね」新美南吉 
５ 単元の指導計画 
次 時 主な学習活動 指導上の留意点 
一 １

・
２ 

１・２ 「ごんぎつね」を読み、読

書会の進め方を知る。 

 

 

○ モデルを準備し、読書会

の進め方を知らせる。 

○ 初発の感想を基に、読書

会の話題を決める。 

 

 

二 ３
～
１
０ 

３ 新美南吉作品や「きつね」が出

てくる本を知る。（並行読書） 

４～６ 教科書教材「ごんぎつね」

を指導事項に即して読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７～10 話題に沿って、読書会をする。 

 ①ごんは、なぜ、いたずらをする

のだろうか。 

 ②ごんは、なぜ、変わったのだろ

うか。 

 ③ごんは、なぜ、つぐないをつづ

けるのだろうか。 

 ④なぜ、最後の場面が心に残るの

だろうか。 

○ ブックリストやコーナー

をつくって読書環境を整

え、並行読書ができるよう

にする。 

○ 自分の考えや、感想を書

きこむことや、全文を読み

通すことができるワーク

シート（「ごんワーク」）や

読んだことをまとめるこ

とができるワークシート

（「ナビワーク」）を準備す

る。 

○ ❶「物語の設定」、❷「登

場人物」、❸「表現」、❹「場

面の移り変わり」の視点に

即して読むようにする。 

○ 読書会の話題に沿って、感

じたことや考えたことを話

し合うようにする。 

○ 「個人→グループ→全体

→個人（自分）」という思

考過程を通るようにする。 

三 １
１ 

11 読書会を振り返り、初発の感想

と比べながら、自分の読みの変化

をまとめる。 

○ 読書会を経験し、初めの

感想と比べ、どのように変

わったか、変わらなかった

か、どのような読む能力が

付いたかを振り返るよう

にする。 

１ 出題の趣旨    
   物語を読み、感想を伝え合う場面を設定しています。自分の考えが、どの叙述に基づいてい

るか、自分の経験などとどう結び付いているのかを明らかにしながら話し合い、一人一人の感

じ方に違いがあることに気付くことができるようにすることを求めています。 

 

２ 学習指導要領に示されている言語活動例との関連 

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと 

  ア 物語や詩を読み、感想を述べ合うこと。 

 

３ 学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと 

  エ 登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、

優れた叙述について自分の考えをまとめること。 

 

【出題と関連する「読むこと」の教科書教材（教育出版）】   

 

   
国語Ｂ □3  物語を読んで、感想を伝え合う（あまんきみこ「きつねの写真」） 設問三  

全国学力・学習状況調査  
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４ 授業展開例：第４学年 物語を読んで読書会をする展開例 

 

 物語を読んで考えたことを発表し合い、叙述を基に自分の考えをまとめることができるか

どうかをみる。 

― 国語・２ ― 
日高管内学力向上推進会議 

調査問題は、調査対

象学年の下学年の学習

内容からも出題されて

います。 
出題の趣旨を踏ま

え、全ての学年で、教

科書の教材分析を行

い、授業改善に取り組

んでみましょう。 
〔第３学年〕 

・かえるのぴょん 
・白い花びら 
・のらねこ 

〔第４学年〕 

・春のうた 
・白いぼうし 
・ぞろぞろ 〔第２学年〕 

・しを読もう 
・きつねのおきゃくさま 
・わにのおじいさんのたからもの 〔第１学年〕 

・けむりのきしゃ 
・おおきなかぶ 
・けんかした山 

〔第５学年〕 

・水平線 
・いつか、大切なところ 
・大造じいさんとがん 〔第６学年〕 

・紙風船 
・薫風 
・川とノリオ 

・うみへのながいたび 
・くまさんとありさんのごあいさつ 
・りすのわすれもの ・かさこじぞう 

・ないた赤おに 
・アレクサンダとぜんまいねずみ ・わすれられないおくりもの 

・モチモチの木 
・おにたのぼうし 

・一つの花 
・ごんぎつね 
・木竜うるし  ・詩を味わおう 

・雪わたり 
・みすゞさがしの旅  ・イナゴ 

・きつねの窓 
・伊能忠敬  

学習課題：「ごんぎつね」を読んで読書会をしよう。       
・「『□□（キーワード）』を使って」、「○

字以内」など、字数の制限や条件を意

識させながら様々な様式や形式で書

くことができるよう、書く場面を工夫

します。 
・複数の叙述を基にしながら、登場人

物の性格や気持ちの変化を捉えるこ

とができるよう、全文シートを活用

して、場面を関連付けて読んだり、

ワークシートを工夫し、物語全体を

俯瞰してまとめたりする活動を位置

付けます。 

   ポイント２ 

   目的や条件に応じて、理
由や根拠を明確にして、自
分の考えをもつ活動を位置
付ける           

    
・学習指導要領の言語活動例に示された

スピーチ、ポスターセッション、討論

など多様な言語活動を取り入れます。 
・「解説文を書く」、「おすすめの本を

紹介する」などの言語活動を５つの言

語意識から具現化します。 

   ポイント１ 

   指導計画に言語活動と５
つの言語意識を位置付ける 

 

【本展開例の５つの言語意識】 
①目的意識：感じ方の違いを捉えるた

めに 

②相手意識：学級の友達に対して 
③場面意識：読書会で自分の読みを伝え

合う学習活動において 

④方法意識：話題に沿って根拠を明確
にして伝える 

⑤評価意識：一人一人の感じ方に違い
があることに気付けたか。 

    
・読書会後に、考えの共通点や相違点、

考えが深まった点を探すことを促す

発問をするなど、どんな読みの力がつ

いたか自覚できるようにします。 
   ポイント３ 

   自分の読みの力の高まりを
振り返る活動を位置付ける             

〔発問例〕 
友達の意見を聞いて、納

得できたところや納得で

きなかったところ、深ま

ったことなどを、整理し

てみましょう。 【物語全体を俯瞰し、視点に即して自分の読み
をまとめるワークシート例】 


